
第
二
十
回
自
然
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
今
年
も
市
内
小
中

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
作
品
を
応
募
し
て

頂
き
ま
し
た
。
画
家
の
長
谷
川

清
氏
と
写
真

協
会
会
長
の
宮
下
一
夫
氏
の
お
二
人
に
審
査
を

し
て
頂
き
、
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

加
賀
市
長
賞
、
加
賀
市
教
育
委
員
会
賞
、
深
田

久
弥
山
の
文
化
館
賞
そ
れ
ぞ
れ
一
点
と
、
佳
作

十
一
点
、
入
選
十
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
入
賞
作
品
は
九
月
二
十
七
日
（
土
）
か
ら

十
月
十
三
日
（
月
）
ま
で

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴

山
房
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

深
田
久
弥
と
山
川
勇
一
郎
の
出
会
い
は
偶
然
が
重

な
っ
て
い
る
。
東
京
美
術
学
校
の
学
生
で
あ
る
山
川

と
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
菅
平
か
ら
の
帰
り
の
馬
橇

の
上
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
今
度
は

乗
鞍
ス
キ
ー
行
の
初
日
に
冷
泉
小
屋
で
出
会
っ
て
い

る
。
こ
の
出
会
い
に
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
翌
日
一
行

は
、
山
川
氏
を
誘
っ
て
乗
鞍
岳
に
登
っ
た
。
そ
し
て

山
頂
で
遠
く
に
見
え
る
白
山
の
美
し
い
姿
を
眺
め
て

い
た
。
そ
の
時
の
二
人
の
様
子
を
「
乗
鞍
岳
ス
キ
ー

行
」
の
一
節
を
引
用
し
て
お
伝
え
し
た
い
。

「
そ
の
白
山
に
見
惚
れ
て
い
る
と
、
僕
の
隣
の
山
川

君
が
、
「
僕
の
故
郷
は
あ
の
山
の
裏
で
す
よ
」
と
言

う
。
白
山
の
裏
な
ら
僕
の
郷
里
で
も
あ
る
の
で
「
ど

こ
で
す
か
。
加
賀
？
能
登
？
」
と
尋
ね
る
と
、
「
加

賀
で
す
」
と
い
う
答
。
「
加
賀
の
ど
こ
？
」
「
大
聖

寺
と
い
う
町
で
す
」❘
偶
然
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
。

僕
は
冬
の
乗
鞍
の
頂
上
で
、
故
郷
の
山
を
眺
め
な
が

ら
同
郷
の
人
に
逢
っ
た
わ
け
だ
。
山
川
君
の
お
祖
父

さ
ん
は
大
聖
寺
藩
の
士
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
」

こ
の
偶
然
の
出
会
い
は
、
以
後
大
き
く
発
展
し
て

い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ュ
ガ
ー
ル
ヒ
マ
ー
ル

探
査
行
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
カ

ル
テ
ッ
ト
」
と
自
称
す
る
４
人
組
（
文
筆
家
、
画
家
、

写
真
家
、
医
者
）
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
き
、
帰
国
後
に

は
、
め
い
め
い
が
著
作
を
発
表
し
て
い
る
。
山
川
勇

一
郎
の
そ
れ
は
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
画
集
』
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
当
然
深
田
久
弥
が
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
画
集
に
寄
せ
て
」

と
題
す
る
ま
え
が
き

を
書
い
て
い
る
。
ま

た
、
深
田
久
弥
の

『
雲
の
上
の
道
』
に

は
山
川
勇
一
郎
の
挿

絵
が
多
く
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
以
後
も
二

人
の
交
流
は
続
い
て
い
く
。

山
川
勇
一
郎
の
活
躍
に
焦
点
を
当
て
た
「
山
川
勇

一
郎
の
世
界
」
と
題
す
る
展
示
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

『
う
た
ご
え
80
』
と
題

す
る
手
帳
サ
イ
ズ
の
冊
子

が
あ
る
。
サ
イ
ズ
は
小
さ
い
が
、
み
ん
な
に
大
い
に

山
の
歌
を
歌
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
大
き
な
思
い
が

詰
ま
っ
て
い
る
一
冊
な
の
で
あ
る
。
山
の
歌
に
つ
い

て
調
べ
る
中
で
、
日
本
山
岳
文
化
学
会
の
論
集
で
石

丸
一
夫
氏
の
論
文
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
実
物

を
見
た
い
と
思
い
飛
龍
高
等
学
校
に
メ
ー
ル
で
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
黒
川

勝
先
生
か
ら
お
電
話
を

頂
き
、
送
っ
て
頂
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

資
料
文
献
室
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。

令和７年
秋号

加賀市自然ふれあいコンクール入賞作品決まる
加
賀
市
長
賞

畦
地
葵
心
さ
ん

橋
立
海
青
学
園
１
年

山
の
文
化
館
賞

稲
手

葵
さ
ん

河
南
小
６
年

教
育
委
員
会
賞

堂
下
拓
真
さ
ん

動
橋
小
４
年

山
岳
画
家
、
山
川
勇
一
郎
と

深
田
久
弥



今
回
は
深
田
久
弥
の
元
旦
登
山
に
焦
点
を
当
て
た

い
。
元
旦
登
山
に
つ
い
て
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第

六
回
「
蛇
峠
山
」
の
回
に
一
覧
表
を
掲
載
し
た
。
亡

く
な
る
前
の
十
年
間
、
あ
ま
り
の
人
の
い
な
い
元
旦

の
雪
の
山
頂
で
缶
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
新
年
を
祝

う
の
が
恒
例
の
山
行
だ
っ
た
。
以
前
に
、
蛇
峠
山
を

含
め
て
四
年
分
紹
介
し
た
が
、
他
の
年
の
山
行
も
紹

介
し
た
い
と
思
い
、
著
作
と
地
形
図
を
探
し
始
め
た
。

ま
ず
、
昭
和
三
十
九
年
元
旦
の
「
青
崩
峠
、
熊
伏

山
」
か
ら
見
て
い
こ
う
。
熊
伏
山
は
、
南
ア
ル
プ
ス

光
岳
の
南
西
稜
線
の
端
で
、
直
線
距
離
十
九
キ
ロ
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
山
だ
っ
た
。
地
形
図
「
満
島
」

（
豊
橋
１
）
に
は
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
無
か
っ
た
が
、

熊
伏
山
と
青
崩
峠
、

そ
し
て
麓
の
二
つ

の
地
名
が
赤
鉛
筆

で
囲
ま
れ
て
い
た
。

残
念
な
が
ら
こ
の

山
行
に
つ
い
て
書

か
れ
た
文
章
は

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

つ
ぎ
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
「
杖
突
峠
、
守
屋
山
」

で
あ
る
が
、
地
形
図
「
高
遠
」
（
甲
府
13
）
に
は
赤

鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
地
名
、
山
名
に
マ
ー
ク
が

あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
も
文
章
を
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
。
中
央
線
茅
野
駅
を
赤
く
塗
っ
て
あ
り
、

「
茅
野
」
の
地
名
が
赤
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

神
宮
寺
～
杖

突
峠
～
守
屋

山
～
片
倉
と

赤
鉛
筆
の
ラ

イ
ン
が
引
か

れ
て
い
る
。

茅
野
駅
で
降

り
、
こ
の
ル
ー

ト
を
辿
っ
た

よ
う
だ
。

昭
和
四
十
三

年
の
元
旦
登
山
は
「
御
池
山
と
地
蔵
峠
」
だ
っ
た
。

「
御
池
山
と
地
蔵
峠
」
と
題
す
る
一
文
は
あ
る
が
、

御
池
山
に
書
き
込
み
の
あ
る
地
形
図
は
無
か
っ
た
。

御
池
山
へ
の
地
図
は
「
時
又
」
（
飯
田
４
）
と
「
赤

石
岳
」
（
甲
府
16
）
だ
が
、
昭
和
十
年
の
光
岳
登
山

の
ラ
イ
ン
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
「
御
池
山
と
地
蔵

峠
」
の
中
で
「
下
栗
ほ
ど
美
し
い
平
和
な
山
村
を
私

は
知
ら
な
い
。
」
と
書
い
て
い
る
「
天
空
の
村
、
下

栗
」
に
泊
ま
り
、
翌
日
、
御
池
山
に
登
っ
て
い
る
。

そ
の
あ
く
る
日
に
は
、
下
栗
か
ら
下
り
、
地
蔵
峠
を

越
え
て
帰
途
に
就
い
た
。

昭
和
四
十
五
年
の
「
戸
倉
山
」
に
つ
い
て
は
、
地

形
図
「
市
野
瀬
」
（
甲
府
14
）
へ
の
書
き
込
み
は
な

く
、
書
か
れ
た
文
章
も
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
は
伊
那
の
山
と
だ
け
判
っ
て
い
る

が
、
山
名
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
四
十
四
年
は
全

く
不
明
で
あ
る
。

参
考
：
「
御
池
山
と
地
蔵
峠
」
『
山
頂
の
憩
い
』

十
月
十
九
日
（
日
）

演
題
：
郷
土
の
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
備
え
て

講
師
：
松
登
繁
隆
氏

（
元
高
校
教
諭
）

十
一
月
十
六
日
（
日
）

演
題
：

百
四
丈
滝
の
巨
大
ア
イ
ス
ド
ー
ム
が

出
来
る
ま
で

講
師
：
永
田
泰
山
氏

十
二
月
十
四
日
（
日
）

演
題
：
山
の
歌
に
つ
い
て
考
え
、

そ
し
て
歌
お
う

講
師
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

伴
奏
：
山
先
安
生
氏

十
月
二
十
四
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
那
須
岳
」

十
一
月
二
十
一
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
皇
海
山
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く

h
t
tp
s
:
/
/
ya
m
a
n
ob
u
n
k
a
ka
n
.
c
o
m

深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

「
満
島

」
１/

５
万
（
豊
橋
１
）

「
高
遠
」
１/

５
万
（
甲
府
13
）


